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インフォ・アクセス 

 Web of Science 等利用講習会のご案内 

 図書館では、毎年秋に雑誌の製本作業を行って

います。現在、図書館備付分の雑誌について準備

中です。対象の雑誌を別の場所に移していますの

で、利用の際は、カウンターまでお申し出ください。 

 10月2週ごろに製本業者へ預けます。11月半ば  

に製本業者から返ってきます。登録処理後、順次

利用できるようになります。 

 しばらくご不便をおかけしますが、ご理解とご協力

をお願いします。 

 

 なお、講座備付分の雑誌については、10月半ば

までに案内をする予定です。 

 雑誌を製本する季節になりました 

 専門の外部講師による講習会を下記のとおり実施します。 

 Web of Scienceは、自然科学・社会科学・人文科学の幅広い学問分野をカバーし、被引用文献の

分析機能が充実した、世界を代表する文献データベースです。 

 この機会に効果的な文献検索と分析方法を習得していただければと思います。多数の皆様のご参

加をお待ちしています。 

日 時   ： 10月30日(月)18：00～19：20 

場 所   ： 図書館棟3F視聴覚室 

講 師   ： 外部講師(紀伊国屋書店) 

内 容   ：  1) Web of Science 《学術文献・引用索引データベース》 

        2) Journal Citation Reports 《学術雑誌評価ツール》 

        3) EndNote Basic 《書誌データの保存、管理のための論文作成支援ツール》 

申 込   ： 事前に申し込んでください(当日の参加も可能)。 

問い合せ ： 医学図書館 サービス担当 佐藤 

        内線：2094 E-mail: m-library@lib.shimane-u.ac.jp 

製本 とは 

 雑誌を出版年や巻号等の一定のまとまり

で、1冊の本の形に仕立て直すこと。 

 バラの状態だと散逸しやすいが、製本にす

ることで必要な時に容易に探し出すことが出

来るようになる。 

製本にする バラの雑誌を 

 担当者からの一言 

 

 予算の関係上、製本する必要度の高いものから順次実施します。しかし、必要度の高いものほど

紛失が多く見られます。 

 長期保存に耐えうるように製本作業が必要となるのですが、1号でも抜け(紛失)があると製本するこ

とが出来ません。 

 図書館の雑誌は利用者みんなで利用するもの。大学の大切な財産です。利用したらきちんと元の

場所に返却するようお願いします。また、無断で持ち出さないようにして下さい。 
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 フレッシュパーソンセミナーでは、設置主体や規模が

異なる大学図書館職員の方とお話する機会がありまし

た。環境は違えど「館内で寝ている人にどう対処したら

よいか」「文献検索講習会で教えた内容が中々定着し

ない」等の悩みは共通しているようです。（Y.S.） 

発行日 2017（平成29）年10月1日 

発行者  島根大学附属図書館医学図書館 

〒693-8501 出雲市塩冶町89-1  

TEL: 0853-20-2094  FAX: 0853-20-2095 

 今年4月から8月にかけて開催した、看護師を対象とした文献検索講習会を10月以降も引き続き実

施します。現在、決定している内容は以下の通りです。 

日時：2017年10月～2月 ※詳細は現在調整中 

内容：看護研究に必要なデータベース（医中誌Web）等の使用法および実習 

    参考文献の読み方、書き方 

 看護師を対象とした文献検索講習会を10月以降も行います 

 9月5日～7日に出雲市立第三中学校、9月20日～22日に同第二中学校の職場体験学習を2人ずつ

受け入れました。3日間の日程で、サービス系（図書の返却、書架の整理、閲覧室の清掃、資料の探

索など）の業務と、資料整備系（図書や雑誌の登録、配架）の業務、「図書館利用者へ呼びかけるポ

スター制作」を体験してもらいました。熱心に業務を行ってくれて、「返

却図書は、けっこう重くて大きい本が多い」、「登録する図書や資料の

データをPC画面で確認するのが大変だった」といった感想が聞かれ

ました。こうした業務での気づきがポスター制作のアイディアに生かさ

れたようです。制作してもらったポスターは、医学図書館廊下の掲示

板で公開しています。ぜひ、読んでみてください。 

 中学生の職場体験学習を受け入れました 

 職場体験を行った出雲二中・三中の生徒たちに、館内で見つけた

「気になる」本を教えてもらいました。タイトルが面白そうなもの、ニュー

スで耳にするトピック、生徒自身の興味関心に沿ったものなど内容は

様々。生徒たちからのコメントも併せて紹介します。 

 また、くえびこ祭で開催される講演会等の内容と連動した図書紹介も

行う予定です。当日は多くのイベントが目白押しかと思いますが、喧噪

から少しだけ離れた図書館にどうぞお立ち寄りください。 

 10月テーマ 「気になる本、見つけた」& くえびこ祭連動図書紹介 

 9月7日(木)～8日(金)の2日間、鳥取大学を会場に第7回中国・四国・九州・沖縄地区大学図書館職

員フレッシュパーソンセミナーが開催され、職員1名が参加しました。フレッシュパーソンセミナーと

は、おおむね採用されてから3年目以降の図書館職員を対象とした研修で、2年ごとに開催されてい

ます。 

 セミナーの内容は、講義とグループ討議に大きく分けられ、講義では、東京大学附属図書館事務

部長による基調講演を皮切りに、大学図書館職員や公共図書館職員から学修支援・学生協働・目録

情報・電子ジャーナル・機関リポジトリ等についてお話がありました。グループ討議では、大学図書館

の利用促進を目的とした企画案を作成・発表しました。 

 両日を通じて知見が広がるとともに、講師を含めた職員間の交流が深まりました。 

 フレッシュパーソンセミナー参加報告 


